
昨年のコメ不足がウソのよう一―。

嬌 が量「♀票||よ[名勇葦損二勇集≧羅[:↑ TT
た。

村農協の倉庫にも 1等 米が山積みされ、関係者

の間には満面の笑みがこぼれています。
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シリース/市浦村老人保健・医療 0福祉計画③

死 ぬ まで 元 気 が 聞鰈蒻

最 高 の 人 生
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

三
世
代
が

一
緒
に
暮
ら
せ
る
社
会

遊

郷

」

で
実

施

さ

れ

、

虚

弱

老

人

事

利

用

が

は

か

ら

れ

て

い
ま

す

。

気

や

ケ

ガ

な

ど

が

′し、
配

さ

れ

て

い



一

ま

す

の

で

、

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

　

　

宿

泊

さ

せ

る

ナ

イ

ト

・
ケ

ア
事

業

ム

の
村

内

設

置

と

あ

わ

せ

て

、　

ン
　

　

に

つ

い
て
も

検

討

し

ま

す

。

緊
急
通
報
体
制
の
充
実

「福
祉
あ
ん
ぜ
ん
電
話
」
の
拡
大

一
人
暮

ら

し

老

人

や

要

援

護

老

　

　

四

十

三

台

を

配

置

し

、　

一
人

暮

ら

不

安

な

気

持

ち

で
暮

ら

し

て

い
ま

　

　

　

「
福

祉

あ

ん

ぜ

ん

電

話

」

利

用

す

。

現

在

、

内

潟

療

護

園

の
協

力

　

　

者

、

そ

の
他

老

人
等

か

ら

も

、

こ

を

得

て

「
福

祉

あ

ん

ぜ

ん
電

話

」
　

　

の
事

業

の
継

続

と
拡

大

が
望

ま

れ

て

い
ま

す

。

今

後

も

こ

の
事

業

の

拡

大

と

効

率

的

な

配

置

を

し

な

が

合

う

「
ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

」

づ

く

り

①
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

「悠
遊
郷
」

を
考
え
、
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

当

村

に

設

置

さ

れ

た

段

階

で
、

こ

③

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

か

わ

る

総

合

的

な

相

談

、

指

導

サ

ー

ビ

ス

の
提

供

が

一
体

と

な

っ
た

④

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

⑥
老

人
保
健

施

設

所
待
機
者

と
な
る
可
能
性
も
あ
り

県
内

の
既
存
施
設
を
利
用
し
た
入

①

ケ

ア
ハ
ウ

ス

世
帯

で
あ

っ
て
も
、
持
ち
家

が
多

③

シ
ル
バ
…

ハ
ウ
ジ

ン
グ

公
営
住
宅

の
建
替
え
、
新
築

に

け

の
公
営
住
宅
等

の
建
設
を
推
進

及
や
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
、

③

保
健

セ

ン
タ
ー

健
康
相
談
、
健
康
教
育
、
健
康

診
査
、
事
後
指
導
等

の
保
健
サ
ー

ビ
ス
を
総
合
的

に
行
う
拠
点
施
設

村
民

の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

に
、
保
健

セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
検

⑩
老

人
訪

間
看

護

ス
テ
ー

シ

ョ
ン

か
ら
は
、
「
悠
遊
郷
」
で
、
寝
た
き

し
て

い
ま
す
。
今
後
は
ペ
ア
訪
問

は

制

」

¨

け

鶴

『

獅

わ

ｕ

摯
郷

く へ
　

　

⑤

養

護

老

人

ホ

ー

ム

安

心

し

て
生

活

が

で
き

る

よ

う

施

　

　

所

に
時

間

が

か

か

る

状

況

に
あ

り

策

を

展

開

し

ま

す

。　

　

　

　

　

　

　

　

ま

す

が

、

今

後

は

在

宅

福

祉

サ

ー







■
示
鼻
峰
罪
基

リ
ム
野
球
大
会
」
が
山
村
広
場
野
　
　
∧
小
学
校
の
部
∨

球
場
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
▼

一
回
戦

開
会
式
で
は
、
中
井
寛
敏
く
ん
　
　
十
三
小
　
８
１
２
　
下
前
小

（十
二
小
六
年
）
が

「
ト
リ
ム
の
　
　
相
内
小
　
９
１
０
　
今
泉
小

引復峰寸行け勧一訳黎̈
罐】　　時に〔　２．０５００‐３］０１一４‐．

村
内
二
会
場
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
　
　
　
　
　
　
　
（
六
回
コ
ー
ル
ド
）

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
⌒十
）安
日
、
棟
方
―
中
井
（相
）秋

（
金

）
葛

西

―

古

川

⌒
市

￥

一上

―

武

　

　

敢

　

闘

　

賞

　

秋

元

雄

希

平

一一不

）

田
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

優

秀

選

手

賞

　

棟

方

伸

吾

↑

一一不

）

▽

二
塁

打

斎

藤

健

、
斉

藤

昌

⌒
金

）
　

　

　

″
　

　

　

竹

浪

靖

規

箱

内
小
）

〔
個

人

賞

〕
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

″
　

　

　

大

沢

　

巧

需

浦
中
）

¨
國

荻

お

め

４ァ
で

忙

Ｆ

揮

興

り

ィ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て

「
郷
土
に
　
　
を
発
揮
す

る
若
者
な
ど
、
音

と
変

マ
に
成
人
式
が
行
わ
れ
、

こ
の
日
　
　
人
は
時

の
過
ぎ
行
く

の
も
忘
れ
、

式

典

で

は

、

木

村

義

光

教

育

長

が

式

辞

を

述

べ
、

来

賓

か

ら

の
祝

辞

な

ど

に

よ

り
新

成

人

は

祝

福

を

受

け

、

代

表

し

て

、

長

利

豪

美

君

（
大

田

）

が

、
「
今

日

ま

で
市

浦

を

開
催
や
夏
休
み
、
冬
休
み
期
間
中
　
　
会
長
も

「引
き
続
き
非
行
防
止
に

行
防
止
、
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
　
　
っ
と
強
く
し
て
い
き
た
い
」
と
語

目

翼

謂

堰

七

‥

雲

記

録

す

る

な

ど

局

地

的

な

大

雨

と

宅
六
棟
、
非
住
家
四
棟
。
冠
水
が
　
　
水
路
や
橋
り
ょ
う
な
ど
に
か
か
っ

九

・
六
ｈａ
、
う
ち
倒
伏
面
積
が

一　
　
た
災
害
復
旧
費
用
は
、
二
千
六
百

・
Ｏ
ｈａ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
　

万
円
に
ま
で
の
は
り
ま
し
た
。

日
匡
鰤
醒
嬬
ト

は
脇
元
地
区
に
お
い
て
、
村
内
各

瞬
　
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
大
掛

ち
　
ま
し
た
。

替　導刹“蒟梓叫いつ発確れはい“

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
出
動
す
る
な
ど
、

▽
三
塁
打
　
竹
浪
（相
）
▽
二
塁
打

中
井
②
、
秋
元
⌒十
）

針
柱
〔
　

２ 。
３ 。
０ 。
３ 。
３ ０
３ ３
「
一‐４ ３

（十
）棟
方
―
中
井
（金
）前
田
―
沢

∧
中
学
校
の
部
∨

商赫‰呻
ｏ。０。０。０３０００００〇一〇３

桑高夏百
=軍

罫万耳翠 謝繕

感謝状を手にする柏谷肇会長

実な す奄予想募

日
圭円少年鰹
婆
福
罪
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分

珠

算

塾

）

▽

五
級

　

秋

田
優

大

（
辻

分

珠

第

九

十

七

回

全

国

商

工

会

珠

算

　

　

算

塾

）

見

事

一
級

に
合

格

し

ま

し

た
。

今

　

　

浦

瑞

穂

、

梶

浦

裕

季

格

者

は

次

の

と

お

り

で
す

．　

　

　

　

　

世

、

宮

本

円

⌒
辻

分

珠

算

塾

一

▽

一
級

　

米

谷

和

子

（
坂

田
珠

　

　

　

▽
十

級

　

小

倉

広

大

、

若

山

宗

口四
カ
の
あ

‐こる鋪
ｍ
鵠
給
老へ会

(η 広報ιチろ

消

防

団

員

、

営

林

署

職

員

や

役

　

　

の
取

り

組

み

で
、

来

年

は

一
般

住

場

職

員

な

ど
約

百

人

が
参

加

し

、
　

　

民

を

も

含

め

た
訓

練

を

予

定

し

て
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暮らしの中に基礎年金 Part3

遺 族 基 礎 年 金
国民年金に加入中の死亡 または老齢基礎年金を受ける資格期間 (原則 として

25年 )を満た した人が死亡 したときに、その人によって生計を維持されていた

子のある妻、または子 (18歳未満の子 または 1級、 2級の障害のある20歳未満
の子)が受けられます。

■年金が受けられる要件

●国民年金の被保険者であること。

②国民年金の被保険者であった人で、日本国内に住所を有し、
60歳以上 65歳未満 であ るこ と。

O老齢基礎年金の受給権者であること。

●老齢基礎年金の受給資格期間を満たした人であること。
ただ し、● 、② の場合 、被保険者期間の うち保険料納付済期間

(免除期間 を含む )を 合算 した期間が 3分の 2以上必要 です。

※平成 8年 3月 31日 以前に死亡 した場合は 、死 亡 日の 1年 間に

保険料滞納期間がなければ受 け られ ます .

■年金額 (平成6年度価格)

遺族基礎年金の年金額 は747,300円 です。子の加算額 を加えると、次の通 りです。

子のあ●秦:1支綸|れ●1年金篠|

準■ 1金|:額

111“ ,100再 |‐

3人のときめ額に1人たちき7iお

“

円を加算 3人 のときの額に1人にうき71,800円 を加算



情報をお寄せ<ださい

● し 5世
役場の電話は62-2111

行政への苦情0要望は

お気軽に相談ノ

記念ブレゼント実施中

市浦郵便局

半島活性化シンポジウム

'94in津軽

自 衛 官 募 集

市浦村の人口と世帯数   平成69.1現在

多 鼈筆_「趣味の園芸」



広報ιチる00

結
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予

防

週

間

で
す

。

日
本

の
結

核

事

情

は

改

善

し

て

き

た

も

の

の
、

が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

６。
歳
以
上

受
診
者
で
は
６。
歳
代
が

一
番
多
い

〇

子

供

に
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早

く

Ｂ

Ｃ

Ｇ
接
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を

。

ょ
う
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（
肺

が

ん
検

診
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検

診
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一
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に
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っ
て

い
ま

す
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地
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中
世
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マ

平成 6年度年齢別・地区別肺がん (結核 )


